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◦未来へ届ける平和の願い………２
◦わらび市政スポット……………４

大きく実った夏野菜
　中央・下蕨・旭町公民館の農業体験講
座「ぷちトマトくらぶ」でのひとこま。り
っぱな夏野菜を手に笑顔も豊作でした。



需
工
場
が
複
数
あ
っ
た
蕨

は
、
昭
和
20
年
４
月
か
ら

５
月
に
か
け
て
、
３
回
に
わ
た
っ

て
空
襲
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
１

回
目
は
、
４
月
12
日
の
正
午
頃
。

錦
町
５
・
６
丁
目
付
近
か
ら
さ
い

た
ま
市
の
辻
に
か
け
て
16
個
の
１

㌧
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
２
回
目
は
、
13
日
の

夜
か
ら
14
日
の
朝
に
か
け
て
、
爆

弾
と
焼し

ょ
う

夷い

弾だ
ん

の
攻
撃
に
よ
り
、
南

町
２
・
３
丁
目
付
近
か
ら
現
在
の

北
小
学
校
ま
で
の
約
１
㌔
㍍
、
幅

２
０
０
〜
３
０
０
㍍
の
広
範
囲
が

爆
弾　

４
月
12
日

焼
夷
弾　

５
月
25
日

中山道

国
道
17
号

蕨駅
前通
り

戸田市

川口市
至大宮

さいたま市

京
浜
東
北
線

蕨駅

至東京

川口市

産
業
道
路

空襲による被災地図（昭和20年）

焼夷弾による火災発生地区
爆弾による家屋壊滅地区

日時表示のないところは４月13日～
14日の被災地区

N

塚越2丁目

塚越3丁目 塚越6丁目

塚越5丁目
塚越
     4丁目

塚越
    1丁目

中央2丁目

中央
　1丁目

中央3丁目
中央
4丁目

中央6丁目

中央7丁目

南町4丁目

南町3丁目

南町1丁目
南町2丁目

北町4丁目
北町5丁目

北町2丁目

北町3丁目

錦町
　1丁目

錦町2丁目

錦町4丁目

錦町6丁目

中央
5丁目

（金子𠮷衛著『蕨の空襲と戦時下の記録』を一部加工）

錦町5丁目

錦町3丁目

塚
越
７
丁
目

北町1丁目

火
の
海
と
な
り
ま
し
た
。
３
回
目

は
、
５
月
25
日
の
午
後
10
時
頃
。

錦
町
３
・
６
丁
目
の
民
家
３
戸
が

焼
失
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
３
度
の

空
襲
に
よ
る
被
害
は
死
者
約
50
人
、

罹り

災さ
い

し
た
家
屋
は
４
０
０
戸
に
上

り
、
県
内
で
は
熊
谷
に
次
い
で
２

番
目
の
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
年
８
月
15
日
に
戦
争
が
終
結

し
て
か
ら
今
年
で
81
年
が
経
ち
ま

し
た
。
こ
の
間
、
日
本
で
は
平
和

な
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
現

在
も
世
界
各
地
で
は
戦
争
や
紛
争

が
起
き
て
い
ま
す
。
戦
争
を
直
接

知
る
世
代
が
少
な
く
な
っ

た
今
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を

語
り
継
ぎ
、
風
化
さ
せ
な

い
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

左
㌻
で
は
、
昭
和
９
年

に
蕨
で
生
ま
れ
、
戦
中
・

戦
後
の
蕨
で
少
年
時
代
を

過
ご
し
た
野の

﨑ざ
き

隆た
か

司し

さ
ん

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
紹
介

し
ま
す
。
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
、
過
去
に
我
が
国

で
起
き
た
戦
争
の
こ
と
を

知
り
、
蕨
市
平
和
都
市
宣

言
（
上
囲
み
）
に
示
し
た

平
和
を
願
う
思
い
を
新
た

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

蕨市平和都市宣言

　昭和20年８月、広島、長崎に人類初の原子爆弾が投下され、
早くも40年の歳月が流れました。
　その間、唯一の被爆国である我が国は、恒久平和を崇高な理
念として憲法に掲げ、自由と正義を愛し、世界平和に寄与して
きました。
　しかるに今、世界の超大国を中心とした核保有国が競って核
軍備拡充を図っていることは、まことに脅威であり、この核軍
拡競争に対して、世界のいたるところで、平和希求の叫びがと
みに高まりつつあります。
　このような国際情勢の中で、戦争は人間が起こすものであり、
また人間の力によってこれを防ぐことができることをしっかり
と心に刻み、平和で豊かな社会を次の世代に引き継いでいくこ
とが、現代に生きる我々の責務であると考えます。
　私たち蕨市民は、平和憲法の精神を守る立場から、非核三原
則が厳守されることを強く希望し、世界のあらゆる国の核兵器
の速やかな廃絶を願うものであります。
　蕨市は、市民の平和を願う心を結集し、ここに「平和都市」
であることを宣言いたします。

昭和60年９月９日　蕨市

平和之母子像（市民公園）

軍

　終戦から81年が経ち、戦争を知る世代は年々少なくなっています。しかし、戦
争の悲劇を風化させてはいけません。今月は、蕨を襲った空襲や当時の蕨を知
る人へのインタビューを通して、平和の尊さについて考えてみたいと思います。

語り継ぐ戦争の記憶

未来へ届ける平和の願い
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に
な
っ
た
人
を
目
撃
し
ま
し
た
。

い
ち
ば
ん
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の

は
、
東
京
大
空
襲
の
夜
の
こ
と
で

す
。
南
の
空
が
一
面
オ
レ
ン
ジ
色

に
染
ま
っ
た
様
子
は
、
見
た
こ
と

も
な
い
恐
ろ
し
い
光
景
で
し
た
。

　

終
戦
の
日
の
こ
と
も
覚
え
て
い

ま
す
。
そ
の
頃
、食
料
の
足
し
に
、

よ
く
友
人
と
近
く
の
川
へ
出
か
け
、

フ
ナ
や
ナ
マ
ズ
を
捕
り
ま
し
た
が
、

そ
の
日
は
シ
ジ
ミ
採
り
に
行
っ
て

帰
宅
す
る
と
、
ラ
ジ
オ
か
ら
ち
ょ

う
ど
玉
音
放
送
が
流
れ
て
い
ま
し

た
。
日
本
が
負
け
た
と
聞
き
、
私

は
訳
も
分
か
ら
ぬ
ま
ま
、
ボ
ー
ル

紙
で
で
き
た
ト
ラ
ン
ク
に
身
の
回

り
の
品
を
詰
め
、
敵
か
ら
逃
げ
る

準
備
を
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

戦
後
、
空
襲
の
恐
怖
は
な
く
な

っ
た
も
の
の
、
た
い

へ
ん
な
物
不
足
で
、

駅
前
で
は
闇
市
が
に

ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。
よ
う
や
く

世
の
中
が
落
ち
着
い

て
き
た
の
は
高
校
生

の
頃
。
私
は
美
術
教

師
を
目
指
す
こ
と
を

　

当
初
、
日
本
軍
は
優
勢
で
し
た

が
、
戦
況
が
悪
化
す
る
と
日
本
全

体
が
深
刻
な
食
料
不
足
に
。
学
校

で
は
麦
踏
み
や
イ
ナ
ゴ
捕
り
、
芋

畑
の
手
伝
い
も
し
ま
し
た
。
芋
と

言
っ
て
も
私
た
ち
の
口
に
入
る
の

は
、
葉
と
茎
を
つ
な
ぐ
葉
柄
の
つ

く
だ
煮
だ
け
で
し
た
。
ま
た
、
特

に
甘
い
物
は
手
に
入
り
に
く
く
、

停
車
場
の
売
店
で
は
柿
の
皮
を
干

し
た
物
ま
で
売
っ
て
い
て
、
私
も

こ
づ
か
い
を
は
た
い
た
も
の
で
す
。

　

戦
争
の
末
期
に
な
る
と
、
蕨
で

も
空
襲
が
あ
り
、
焼
夷
弾
に
よ
る

火
災
や
爆
弾
に
よ
っ
て
生
き
埋
め

　

私
が
生
ま
れ
た
頃
、
現
在
の
蕨

駅
は
蕨
停
車
場
、
駅
前
通
り
は
停

車
場
通
り
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

我
が
家
は
そ
の
停
車
場
通
り
で
綿

織
物
の
買
い
継
ぎ
商
を
し
て
い
ま

し
た
。
３
歳
の
頃
に
日
中
戦
争
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
こ
の
頃
、
私

に
と
っ
て
戦
争
は
ま
だ
、
遠
い
異

国
の
話
で
し
た
。
そ
の
後
、
中
山

道
近
く
の
幼
稚
園
に
１
年
通
っ
た

後
、
昭
和
15
年
に
蕨
第
一
尋
常
高

等
小
学
校
、
現
在
の
北
小
学
校
に

入
学
。
翌
年
に
太
平
洋
戦
争
が
開

戦
す
る
と
、
戦
争
が
日
々
の
暮
ら

し
に
影
を
落
と
し
始
め
ま
し
た
。

戦
争
の
影
響
で
食
料
不
足
に

東
京
が
燃
え
た
大
空
襲
の
夜

こ
れ
か
ら
も
平
和
な
時
代
を

Interview
野﨑 隆司さん（92歳・中央３丁目）

戦中・戦後の蕨の思い出

　「子どもの頃の話をするのも久しぶりですが、話し
ていると、当時のことをいろいろと思い出します」と
話す野﨑さん。戦中・戦後の蕨のことを聞きました。

▶
鉄
か
ぶ
と
を
被
り
兵
隊
ご
っ
こ
を
す
る
野
﨑
さ
ん（
６
歳
の
頃
）

決
め
、
大
学
院
を
修
了
し
た
後
、

ち
ょ
う
ど
新
設
さ
れ
た
蕨
高
校
の

美
術
教
師
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
間
も
教
職
と
並
行
し

て
、
彫
刻
を
は
じ
め
と
す
る
制
作

活
動
に
も
取
り
組
み
、
90
歳
を
超

え
た
現
在
も
、
自
宅
の
ア
ト
リ
エ

で
作
品
を
作
り
続
け
て
い
ま
す
。

　

戦
争
と
い
う
も
の
は
戦
地
だ
け

で
起
き
る
も
の
で
は
な
く
、
国
と

国
が
全
て
を
壊
し
合
う
よ
う
な
愚

か
な
行
い
で
す
。
ま
だ
少
年
だ
っ

た
私
も
、
戦
争
に
よ
っ
て
、
物
も

食
料
も
無
い
苦
し
い
時
代
を
過
ご

し
ま
し
た
。
今
、
日
本
は
平
和
で

す
が
、
明
治
以
降
、
こ
れ
ほ
ど
長

く
平
和
が
続
い
た
時
代
は
あ
り
ま

せ
ん
。
若
い
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の

貴
重
な
時
代
に
生
ま
れ
た
幸
せ
に

感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
平
和
な
時

代
を
守
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

◀
蕨
駅
西
口
の
様
子（
昭
和
27
年
）
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ン
サ
ー
ト
や
映
画
上
映
会

な
ど
の
催
し
、
成
年
式
や

お
年
寄
り
を
敬
う
会
な
ど
の
式
典
、

部
活
動
や
文
化
活
動
団
体
の
発
表

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
市
民

の
皆
さ
ん
と
思
い
出
を
と
も
に
し

て
き
た
市
民
会
館
。
１
月
か
ら
行

わ
れ
て
い
た
コ
ン
ク
レ
レ
ホ
ー
ル

の
改
修
が
完
了
し
、
今
月
か
ら
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

客
席
を
新
調
し
て
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
し
た
ほ
か
、舞
台
床
・
客
席
床

の
改
修
、
舞
台
照
明
の
入
れ
替
え

を
行
い
、
快
適
性
の
向
上
と
長
寿

命
化
を
図
り
ま
し
た（
詳
細
左
枠
）。

ま
た
、
開
館
当
初
か
ら
使
用
し
て

き
た
ピ
ア
ノ
を
更
新
し
、
世
界
の

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
も
採
用
さ

れ
る
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
＆
サ
ン
ズ

社
の
ピ
ア
ノ
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

２
日
に
チ
ェ
ン
バ
ー
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
蕨
に
よ
る
こ
け
ら
落
と
し
が

行
わ
れ
、
装
い
を
新
た
に
歩
み
始

め
る
市
民
会
館
。
こ
れ
か
ら
も
蕨

の
芸
術
・
文
化
の
拠
点
と
し
て
、地

域
に
彩
り
を
届
け
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
庶
務
課（
緯
433
・

７
７
４
２
）

特　集

らび
まちの情

報を

発信しま
す

市政スポット

特　集

らび
まちの情

報を

発信しま
す

市政スポット

　今月の特集・わらび市政
スポットでは、市が進めて
いる取組の中から、３つの
事業についてお伝えします。

コ

市民会館コンクレレホール
リニューアルオープン

1

リニューアルのポイント

　舞台床がひのきの床材で
新調され、きれいになりま
した。また、照明機材を新
たにし、ＬＥＤ化しました。
カラー照明も４色から６色
になり、より多彩な演出が
できるようになりました。

舞台床・舞台照明機材の新調

　スタインウェイ＆サンズ
社のフラッグシップモデル
｢Ｄ-274｣ を導入。全長274
㌢のグランドピアノで、音
質と耐久性が高く評価され、
世界のコンサートホールに
数多く採用されています。

新たなグランドピアノの導入

客席の新調とバリアフリー化

　座席の幅が広がり、ゆっ
たりと座れるように。一部
の座席は手すりが上がり、
車椅子の乗り降りがしやす
くなっています。また、階
段のある通路側の椅子には
手掛けが設置されています。

声

蕨フィルハーモニックウインズ

関
せき

口
ぐち

 姫
ひ

依
より

 さん
中央６丁目

　22日に定期演奏会がある
ので、新しいホールを見渡
しながら演奏するのが楽し
み。舞台の床が新しいと響
きも良くなりますし、新し
いカラー照明も使って、お
客さんを楽しませたいです。

きれいなホールが楽しみ

point
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利用できる店舗／共通クーポン＝全取扱
店舗（広報紙折り込みのちらしまたは下
記二次元コード参照）　専用ク
ーポン＝大型店を除く取扱店
舗　※取扱店舗は随時募集中。

し
い
物
価
高
騰
が
続
く
な

か
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
家

計
の
応
援
の
た
め
、
先
月
、
全
て

の
市
民
に
一
人
７
０
０
０
円
分
の

「
織
り
な
す
ク
ー
ポ
ン
」を
お
届
け

し
ま
し
た（
詳
細
下
枠
）。
利
用
期

間
は
10
月
31
日
ま
で
で
、
取
扱
店

に
は
ポ
ス
タ
ー
や
ス
テ
ッ
カ
ー
、

の
ぼ
り
が
掲
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
織
り
な
す
ク
ー
ポ
ン
１
０

０
０
円
分
が
抽
選
で
当
た
る
蕨
市

公
式
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
の
コ
ラ
ボ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
も
実
施
中
。
ク
ー
ポ
ン

同
封
の
ち
ら
し
よ
り
友
だ
ち
登
録

の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
が
ク
ー
ポ
ン
を
利
用
す

る
こ
と
で
市
内
経
済
の
活
性
化
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。ぜ
ひ
、こ
の
機

会
に
買
い
物
や
食
事
な
ど
を
楽
し

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▶
取
扱
店
に
は
の
ぼ
り
や
ポ
ス
タ
ー
が
掲
出

▶
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
様
子（
先
月
16
日
）

厳

全
市
民
に
一
人
７
０
０
０
円
分
の
暮
ら
し
応
援
券

今
月
か
ら
織
り
な
す
ク
ー
ポ
ン
の
利
用
開
始

警
備
員
に
よ
る
蕨
駅
周
辺
の

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
開
始

2

3

問
い
合
わ
せ
／
ク
ー
ポ
ン
＝
商

工
観
光
課（
緯
433
・
７
７
５
０
）

蕨
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
＝
秘
書
広

報
課
（
緯
433
・
７
７
０
３
）

問
い
合
わ
せ
＝
安
全
安
心
課

（
緯
430
・
７
８
３
４
）

犯
対
策
と
し
て
、
町
会
の

皆
さ
ん
や
警
察
に
よ
る
パ

ト
ロ
ー
ル
に
加
え
、
市
で
は
街
な

か
防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設
等
を
実
施
。

こ
う
し
た
取
組
の
効
果
も
あ
り
、

刑
法
犯
認
知
件
数
は
ピ
ー
ク
だ
っ

た
平
成
15
年
の
３
０
４
６
件
か
ら
、

昨
年
は
６
８
６
件
に
減
り
ま
し
た
。

　

昨
年
７
月
に
は
、
蕨
の
玄
関
口

で
あ
る
蕨
駅
周
辺
の
犯
罪
抑
止
の

た
め
、
帰
宅
時
間
帯
に
青
色
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
を
開
始
（
詳
細
左
下

枠
）。
更
に
先
月
か
ら
は
、警
備
員

に
よ
る
駅
周
辺
の
徒
歩
パ
ト
ロ
ー

ル
も
始
ま
り
ま
し
た
。
地
域
の
監

視
の
目
を
増
や
す
と
と
も
に
、
路

上
で
の
た
む
ろ
や
喫
煙
等
の
迷
惑

行
為
へ
の
声
か
け
を
行
い
、
駅
周

辺
の
環
境
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
今
後
も
地
域
の
皆
さ
ん

や
警
察
と
連
携
し
、
安
全
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

防

織りなすクーポン事業の概要
対象＝４月１日時点で蕨市に住民登録が
ある人　配布＝先月22日までに配布済み 
利用期間＝10月31日まで　支給額＝一人
当たり7,000円分（共通クーポン500円分
×10枚、専用クーポン500円分×４枚）

※不在等によりクーポンをまだ受け取っていない対象者には６日以降に商工観光課の窓口でお渡し
します。必ず事前に同課（緯433・7750）にご連絡の上、お越しください。

青色防犯パトロール

　犯罪者が犯罪を起こし
にくい環境を作るため、
昨年７月から、青色回転
灯を装備したパトロール
カーを使用し、帰宅時間
帯を中心に蕨駅東西口周
辺を巡回警備しています。

声

宮
みや

本
もと

 皓
こう

介
すけ

 さん
塚越２丁目

　子育てをしていると、生
活必需品の値上がりを感じ
るので、織りなすクーポン
は助かりますね。取扱店の
一覧を見て、行ったことの
ない飲食店に家族で食事に
行ってみようと思います。

新しいお店を発見したい

5　広報WARABI
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ま
ち
の
話
題

　６月28日、蕨駅東口一番街で「あさがお
＆ほおずき市」が開催されました。涼しげ
なアサガオと、ほんのり赤く色づいたホオ
ズキが、訪れた人たちの目を楽しませまし
た｡そのほか､縁日コーナーや特設ステージ
などが設けられ､延べ３万人の来場者は､夏
の風情あふれるお祭りを満喫していました｡

夏の風物詩楽しむお祭り

クイズで学ぶ防災の知識

鉄道を通じて深まる交流
　先月11日と12日、くるるを主会場に「わ
らてつまつり2026」が開催されました。毎
年大人気のミニ新幹線試乗会の他、こども
駅長制服撮影会やＮゲージ展示運転会など、
子どもから大人まで楽しめる企画が盛りだ
くさん。会場には延べ１万6,000人が訪れ、
鉄道を通じて地域の交流を深めていました。

こ
こ
で
は
６
月
下
旬
か
ら
７
月
下
旬
ま
で
の
話
題
を
紹
介
し
ま
す

 

ビ
デ
オ
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
る
話
題
は
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
放
映
し
ま
す

　地域の自主防災リーダーの育成のための
｢防災大学校｣と市内中学生の地域防災支援
事業ＷＳＳの｢防災講座｣が先月17日、市民
体育館で合同開催されました。参加した122
人は、蕨防災士会の皆さんが用意したクイ
ズを通して災害用伝言ダイヤルの使い方な
どの災害・防災の知識を楽しく学びました。

市からのお知らせ・地域の話題などをお送りします
「ハローわらび」８月の番組表

「ハローわらび」ＤＶＤ／放送終了後から貸し出します　無料　詳細・貸し出し場所＝秘書広報課（☎433・7703）

放送時間は、毎日午前９時・
正午・午後３時・６時・９時
からそれぞれ45分間です。

31（金）～8/6（木）
00 タウンタウン
アイマスク・車いす体験

in 中東小

わらてつまつり２０２６
05

10 蕨市政なう！

市民の暮らしを守り
蕨の更なる飛躍へ

　　　市長マニフェスト
15

20 採れたてスポット
地域の話題が盛りだくさん

30 知って得する暮らしの情報

CATV

7（金）～13（木）
市政ガイド
わらび市政ほっとNews

タウンタウンワイド

ちびっこなつまつり

呼吸ストレッチヨガ

子ども作曲ワーク2026

音楽が響き渡るまち
コンクレレホールリニューアル
　　　　こけら落とし記念公演
知って得する暮らしの情報

14（金）～20（木）
タウンタウンワイド

わらび防災大学校

空気砲をつくろう！

チョークアートを描こう

マジック教室＆ショー

市長の “ほっと訪問”
中古衣料にもう一度命を
株式会社トシマ（北町４丁目）
知って得する暮らしの情報

21（金）～27（木）
市政ガイド
わらび市政ほっとNews

タウンタウン
認知症キッズサポーター
　　　　　　　養成講座
蕨市政なう！

更に充実！
市立病院の医療サービス　

特集・ウィークリープラス
第74回機まつり

知って得する暮らしの情報

28（金）～9/3（木）
タウンタウン

サンキャッチャー制作

プランターファーム講習会

平和特集

平和の紙芝居・ミニコン
サート＆すいとん試食会

戦争を語る

採れたてスポット
地域の話題が盛りだくさん

知って得する暮らしの情報
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　「
体
を
動
か
し
て
遊
ぶ
の
が

大
好
き
な
倫
矢
。
い
つ
の
間
に

か
自
転
車
に
補
助
輪
な
し
で
乗

っ
て
い
て
、
日
々
の
成
長
の
早

さ
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。」と
父
親

の
崇
裕
さ
ん
。｢

私
が
家
事
を
し

て
い
て
手
が
離
せ
な
い
と
き
に

弟
の
真ま

紘ひ
ろ

の
め
ん
ど
う
を
見
て

く
れ
て
、
お
兄
ち
ゃ
ん
ら
し
く

な
っ
た
と
成
長
を
感
じ
ま
す
。

将
来
は
、
困
っ
て
い
る
人
に
手

を
差
し
伸
べ
ら
れ
る
、
思
い
や

り
の
あ
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね｣

と
母
親
の
彩
佳
さ
ん
。

188

市長　賴 髙 英 雄

市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木
曜日。今月は６日です。
９月は３日です。時間
は午後１時～５時を予
定しています。
　ご希望のかたは秘書
広報課（緯433・7701）
へご連絡を。

蕨の芸術・文化の拠点
市民会館ホールが装い新たに

　
蕨
市
民
会
館
は
、
昭
和
49
年
に

誕
生
し
、以
来
半
世
紀
に
わ
た
り
、

蕨
の
芸
術
・
文
化
の
拠
点
と
し
て
、

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま

れ
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
中

止
さ
れ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
が
再
開

さ
れ
、
ホ
ー
ル
に
演
奏
が
響
き
渡

っ
た
時
は
、
感
動
と
と
も
に
、
芸

術
・
文
化
が
私
た
ち
の
人
生
に
与

え
る
力
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
が
、

こ
の
度
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。
客
席
を
一
新
し
、
よ
り

ゆ
っ
た
り
鑑
賞
で
き
る
空
間
と
な

る
と
と
も
に
、
舞
台
床
や
舞
台
照

明
も
新
調
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
を
機
に
、
音
楽
の
ま
ち
・
蕨

に
ふ
さ
わ
し
く
、
世
界
の
名
だ
た

る
音
楽
ホ
ー
ル
で
採
用
さ
れ
て
い

る
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
の
グ
ラ
ン
ド

ピ
ア
ノ
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
今
月
２
日
、
県
内
初

の
プ
ロ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
あ
る
チ

ェ
ン
バ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
蕨
に
よ

る
こ
け
ら
落
と
し
公
演
が
行
わ
れ

ま
す
が
、
今
月
末
か
ら
始
ま
る
蕨

市
民
音
楽
祭
を
は
じ
め
、
新
た
な

装
い
と
な
っ
た
ホ
ー
ル
に
、
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
ホ
ー
ル
は
、
そ
の
街
の
市
民
と

と
も
に
育
つ
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

皆
さ
ん
と
響
き
合
い
な
が
ら
、
豊

か
な
蕨
の
芸
術
・
文
化
を
更
に
発

展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
募
集
中
！　
詳
細
＝
秘
書
広
報
課（
緯
433
・
７
７
０
３
）

　先月17日と18日、蕨市ＰＲ大使で左手の
ピアニスト・智

ち

内
ない

威
たけ

雄
お

さんと作曲家・朴
ぱく

守
す

賢
ひょん

さんによる「子ども作曲ワーク」が、中央
公民館で開催されました。参加した小・中
学生25人は、アプリで作った曲を五線譜に
書き起こし、その場で智内さんに弾いても
らいながら自分だけの曲を作り上げました。

自由な発想広がる曲作り

科
学
の
面
白
さ

　
　
　
伝
え
る
教
室

　先月21日、南町児童館でサイエンス教室
「空気砲をつくろう！」が開催されました。
参加した小学生13人は、サイエンスインス
トラクターによる科学実験で学びを深めた
後、ペットボトルの空気砲作りに挑戦。楽
しみながら科学に親しむことができました。

倫
とも

矢
や

ちゃん（４歳５か月）

田中 崇
たか

裕
ひろ

さん

　　 彩
あや

佳
か

さんの 長男
南町１丁目



 今月の河鍋暁斎記念美術館 今月の河鍋暁斎記念美術館
本
作
品
は
現
在
の
展
覧
会
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す

広
報
蕨　

九
一
五
号　

令
和
八
年
八
月
一
日
発
行　

毎
月
一
回
発
行　

印
刷
・
㈱
秀
飯
舎
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小
学
校
の
校
庭
か
ら
夜
空

へ
打
ち
上
が
る
大
輪
の
花

火
。
地
域
の
交
流
の
場
と
し
て
親

し
ま
れ
て
き
た
南
ま
つ
り
を
長
年

に
わ
た
り
支
え
て
き
た
の
は
、
南

ま
つ
り
実
行
委
員
の
伊
東
達
雄
さ

ん（
56
歳
・
南
町
２
丁
目
）で
す
。

　

子
ど
も
会
支
部
長
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
と
し
て
地
域
活
動
に
携
わ
っ
て

き
た
伊
東
さ
ん
。
９
年
前
に
南
ま

つ
り
の
実
行
委
員
長
を
引
き
受
け

た
矢
先
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
開

催
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
子
ど
も
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動

も
縮
小
し
、
地
域
の
つ
な
が
り
が

薄
れ
て
い
く
こ
と
に
危
機
感
を
抱

い
た
伊
東
さ
ん
は
、「
南
ま
つ
り
を

ま
ち
と
人
と
を
つ
な
ぐ
掛
け
橋
に

し
た
い
」と
再
開
を
決
意
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
、
５
年
ぶ
り

ひと
南まつり実行委員

花火がつなぐ地域の輪

に
開
催
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
昔

の
資
料
を
調
べ
な
が
ら
必
要
な
物

を
か
き
集
め
、
代
替
わ
り
し
た
団

体
に
は
あ
ら
た
め
て
協
力
を
お
願

い
す
る
な
ど
、
一
か
ら
祭
り
を
つ

く
り
直
す
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
伊
東
さ
ん
の
熱
に
押
さ
れ
、

町
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
小
学
校
、
消
防

団
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
人
の
協
力

が
集
ま
り
、
南
小
学
校
の
校
庭
に

再
び
花
火
が
打
ち
上
が
り
ま
し
た
。

ど
ー
ん
と
音
が
鳴
る
度
に
歓
声
が

広
が
る
会
場
で
、
同
じ
夜
空
を
見

上
げ
る
子
ど
も
た
ち
。
そ
の
瞳
は

い
っ
そ
う
輝
い
て
見
え
ま
し
た
。

　

29
日
に
開
催
す
る
今
年
の
南
ま

つ
り
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
を

担
う
10
代
や
20
代
の
人
た
ち
が
運

営
に
加
わ
り
、
来
場
者
が
楽
し
め

る
出
し
物
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

若
い
世
代
が
活
躍
す
る
姿
を
多
く

の
人
に
届
け
た
い
と
考
え
た
伊
東

さ
ん
は
、
過
去
最
多
の
花
火
の
打

ち
上
げ
な
ど
、
祭
り
の
充
実
に
向

け
た
計
画
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
事
業

に
提
案
。
市
と
の
協
働
で
地
域
の

未
来
を
照
ら
す
こ
の
祭
り
を
作
り

上
げ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
「
蕨
を
い
い
ま
ち
だ
と
思
う
人

が
増
え
て
ほ
し
い
」と
伊
東
さ
ん
。

今
は
新
た
な
実
行
委
員
長
を
支
え

な
が
ら
、
準
備
に
奔
走
中
。
地
域

の
輪
は
、
夜
空
の
花
火
の
よ
う
に

こ
れ
か
ら
も
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

輝

いて
ます

「ぜひ間近で花火を見に来てください」と伊東さん。

南

Kawanabe
yosa

i

　

い
つ
も
は
蛇
に
呑の

ま
れ
て
し
ま
う
蛙か

え
る

た
ち
が
、
蛇
を
枝
に
縛
り
つ
け
、
こ
こ

ぞ
と
ば
か
り
に
騒
い
で
い
ま
す
。
蛙
た

ち
は
蛇
の
尻
尾
を
引
っ
張
っ
た
り
、
鼻

を
く
す
ぐ
っ
た
り
と
、
や
り
た
い
放
題

で
す
。

　

暁
斎
は
同
じ
構
図
の
肉
筆
作
品
を
、

明
治
6
年（
１
８
７
３
）に
来
日
し
、
明

治
13
年（
１
８
８
０
）に
帰
国
し
た
英
国

人
外
科
医
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ン
ダ
ー

ソ
ン（
１
８
４
２
〜
１
９
０
０
）の
た
め

に
描
き
ま
し
た
。な
お
、そ
の
作
品
は
ア

ン
ダ
ー
ソ
ン
が
収
集
し
た
膨
大
な
日
本

美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
と
も
に
、
大
英

博
物
館
に
現
在
も
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

河
かわ

鍋
なべ

 暁
きょう

斎
さい

天保２年（1831）
～明治22年（1889）

現在の茨城県古河市
に生まれる。浮世絵
や狩野派を学び、江
戸・東京の庶民から
人気を博す｡ 明治９
年､ 万国博覧会に肉
筆画を出品。14年、
内国勧業博覧会で日
本画の最高賞受賞。
娘の暁翠も日本画家。

─No.123─

天才絵師の作品

蕨にあり

伊
い

東
と う

 達
た つ

雄
お

 さん

開　館＝午前10時～午後４時
ところ＝南町４-36-４
休　館＝火・木曜日（祝日除く）､ 毎月26日～末日
入館料＝一般600円　高校生・大学生500円
　　　　小・中学生300円　65歳以上500円
　　　　※ 学生は学生証、65歳以上は年齢の分かる物
　　　　　をご提示ください。

詳　細＝同館（緯441 ･ 9780）

展覧会の詳しい
内容は美術館の
ホームページを
御覧ください

暁斎筆「蛇を捕まえる蛙」
多色摺木版画　色紙判錦絵

河鍋暁斎記念美術館
開催中（24日まで）

企画展「暁斎・暁翠　いきものを描く」展
同時開催　特別展「第40回かえる展」


